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～まちに顔見知りがいると安心できるね～ 

 

 
 

 

２０１１年７月９日（土） 

明治学院大学白金キャンパス 

本館１０階大会議場にて開催し

ました。 

7２名のみなさまにご参加いただ

きました。ありがとうございま

した。 
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都心エリアで、『隣人祭り』をひらいている方々から、実践報告を伺いました。 
まちに顔見知りがいると、子どもも大人も安心できるー。大きな地震のあと、普段以上 
にそう感じられた方も多いのでは？ まちに顔見知りをふやす工夫を、『隣人祭り』の 
取り組みから学びました。 

 
●実践報告： 

・隣人祭り日本支部     スティーブ・ジャービスさん 
     相模原のコンシェルジュ 池田力さん 
・千代田区内の町会による取り組み 
     千代田区社会福祉協議会  梅澤稔さん 
     千代田区内の西神田町会  角田光正さん 
・中央区内の子育て支援マンションの取り組み 
       ＮＰＯ法人フローレンス   今給黎辰郎さん 

●コーディネーター：坂口緑（本学社会学部准教授） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ご近所さんとのほどよい距離と長いおつきあいの知恵、、、 

大きな地震があったばかりの今だからこそ、あらためて見直したい。 
 

 

『隣人祭り』[La Fete des Voisins]は、 
1999年フランス、パリの小さなアパートでおきた高齢

者の孤独死をきっかけに、住民たちが建物の中庭に
集まり、交流のための食事会を行ったことから始まり
ました。 

 ご近所さんが集まってお茶や食事をすること。「準
備がたいへん」「人をおおぜい集めないと」。そんな心
配をしないで、もっと気軽に集まってみようよ、という
活動。 
    日本に昔からある隣人文化の知恵を、いまの暮ら
しにあったスタイルで見直そうというのが「隣人祭り」。 
      （隣人祭り日本支部サイトより抜粋） 

 



 

◆コーディネーターよりメッセージ：電車に乗って会いに行く、気心知れた友人
との交流は楽しいけれど、近所の人たちとももっと知り合いたい。出身も趣
味も世代も異なる人たちと、ただ近所に住んでいるというきっかけでつな
がっていけるのだとしたら、私たちの暮らしはどれだけ豊かになるでしょう。
フランスで始まった「隣人祭り」は、都市に暮らす人々が、つかず離れずの
ご近所づきあいを無理なく実践する仕組みです。今年の「地域こぞって子育
て市民講座」では、日本各地や千代田区、勝ちどきでの取り組みに学びつつ、
東京らしいソーシャライズの方法を探ります。次の週末、誰かに声をかけて
みんなで集まりたくなる、そんな講座になればいいなと思っています。 

◆コーディネーター 

   坂口 緑 （明治学院大学社会学部 准教授） 

 
 
◆坂口緑（さかぐちみどり）プロフィール： 

明治学院大学社会学部社会学科准教授、生涯学習論専攻。2000年東京大学大
学院博士課程単位取得退学。2008－2009年デンマーク・オーフス大学客員研
究員。 
共著に『ポスト・リベラリズムの対抗軸』（ナカニシヤ出版）、『政治の発
見シリーズ つながる』（風行社）、訳書にマイケル・サンデル『民主政の
不満』（勁草書房）ほか。同じ大学の勤務する女性教員3人で、ワークライ
フバランスを考えるアーリー・ホックシールドの刺激的な論考『タイム・バ
インド』（明石書店）を翻訳、2011年12月刊行予定。フリーの編集者の夫と
小学2年生の男子の3人家族。 
 
 みなさん、暑い中お集まりいただき、ありがとうございます。 

本日は、隣人祭りの取り組み方、あるいはどんな人が集まっているのかについて話し合うめったにない機会です。 

 隣人祭り日本支部からスティーブ・ジャービスさんを招いていますが、隣人祭りの取り組みは、日本各地で少しずつ進
んでいるようです。その様子はホームページなどで見ることができますが、かかわっている人たちが一堂に会して、どん
な取り組みをしているのかを話し合う機会は、もしかしたら日本でも初めてかもしれません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
◆実践報告： 

    隣人祭り日本支部   スティーブ・ジャービスさん 
            

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 私は、２０１１年２月から隣人祭り日本支部の代表になりました。隣人
祭りについての枠組みやコンセプトを説明します。 
  まずは、「ハロー」です。コミュニティには、いろいろなメンバーが入っ

てきますが、何より重要なのは挨拶です。挨拶をしたくても知らない人
とか、まだ挨拶をしていないというケースがあります。私も自分の住ん
でいる町やアパートの中で、話しかけにくい状況があるので、これは世
界中どこを見ても共通だと思います。 

 隣人祭りは、食べ物や飲み物を中心にして、近所の人が集まる場所
を作ります。すぐ近くに住んでいる人ですから、べたべたしたくない気持
ちが割と強いと思いますが、その距離を越える機会が何か必要です。
挨拶は非常に重要です。やはり挨拶ができないと、違和感があり気楽
に住めない状況になります。挨拶ができる状況にすれば、気楽に住め
ます。 

 隣人祭りは、基本的に軽い気持ちです。重い気持ちで参加するので
はなく、喜びやすいとか、挨拶しやすいとか、話しかけやすいかたちに
するところです。 

 ヨーロッパの基本のかたちは、５月の最後の火曜日を「隣人祭りの
日」と決めて、みんなが参加している場所で、食べ物を配って、話しか
けて、仲よくできる状況を作ります。 

 インターネット社会となり、いろいろなものが変わりました。無関心社
会とか、いろいろな言い方がありますが、日常生活で違和感のある人
が結構います。それがなぜ出てきているかは、非常に興味深いです。 

 近代の社会では、ひとり暮らしの人や、一家族が父親と母親と子ども
だけ、あるいは夫婦だけで住んでいる人が多いです。現代社会は、個
人主義だから、１人で平気で暮らせる、自分の命は自分で決めるという
気持ちが強く、これは社会に対していろいろな悪影響があります。 

 人嫌いとか、忙しい生活とか、日常の生活であまり余裕がないとか、
協力する気持ちが簡単に出ない状況になっています。それぞれのかた
ちで、みんなは交流したいのですが、忙しいという気持ちが強いのでで
きないとか、複雑な人間関係もあります。仕事の関係、学校、同級生、
友だち、近くにいる人とか親戚などいろいろあります。自分の生活の中
にいる人が多く、どうやって管理するかは非常に難しいところです。 

 近くに住んでいても距離があって別に構わない、という考え方が合理
的だと思われていますが、やはり悪影響があります。それが原因で、隣
人祭りが始まりました。 

 アタナーズ・ペリファンさんは、１９９０年パリのオフィスに勤めていまし
た。問題があって、ある住宅街のアパートに呼ばれたら１カ月ぐらい前
に亡くなった高齢の方が見つかり、彼は非常にショックでした。なぜ、こ
のように無関心な現代社会の状況があるのか、何かやりたいと強く
思ったのがきっかけで、隣人祭りは始まりました。 

 最初は、自分のアパートでチラシを配って仲間を作って、１００人ぐら
い集まりましたが、すぐにパリの各地に広がり、１１年たった今は、世界
中の３２カ国に組織が広がって、今年は１千万人が参加しました。非常
に成功しているので、時代に合っている運動だと思います。 

 隣人祭りの成功には、時代に合っている理由があります。みんな忙し
い生活の中で余裕がありませんが、多くの人は違和感を持っています。
挨拶をしたい、すぐ近くの人と少しだけ仲よくしたいという気持ちが強い
です。 

 隣人祭りの特徴は、基本的に簡単なやり方で、それほど複雑な準備
が必要ではないので、誰でもどこでも簡単にできます。もうひとつは、非
常に低コストでお金がかからないので、誰でも参加できます。その上、
自由なかたちでできます。住宅街のすぐそばの公園とか、いろいろなと
ころで、少し空いているスペースや人が集まりやすい場所があれば、ど
こでもすぐにできます。それだけではなく、距離を考えます。みんな大体
同じ気持ちで、べたべたしたくありません。たまにやって、１年に３回ぐ
らいでも話しかけているから関係が強くなり、いざというときに支援がで
きる関係になるので安心できます 
  



  
 
 
 

 隣人祭りは、人脈のある程度のきっかけになるようです。挨拶もできな
いと、すぐ近くにいる人が実際に何をやっているか、どのような援助がで
きるかは全くわかりません。だから、少しは会って話しかけて、どのような
人か大体わかったら、喜んで助ける人がたくさんいます。 

 例えば、子どもの面倒を見るとか、駐車場を借りるとか、アドバイスとか、
手続きの方法とか、ルールの説明とか、いろいろな情報交換の機会で、
知り合いになれるところです。 

 悩みもあります。隣の人がうるさくて文句を言いたいが、少し距離が
あって怒る可能性があり、違和感を持つ人が多くいます。実際に会って
どういう人かを知り、「夜中にうるさいから静かにしてくれ」と言えば、喜ん
で音量を下げるケースがかなり多いと思います。そうすると、関係がリカ
バーすることもあります。この気持ちがあれば、やはり気持ちがいいです。
みんな楽しんでいるからこそ成功したと思っています。 それだけではな
く、距離を考えます。みんな大体同じ気持ちで、べたべたしたくありませ
ん。たまにやって、１年に３回ぐらいでも話しかけているから関係が強くな
り、いざというときに支援ができる関係になるので安心できます。 

 隣人祭りは、人脈のある程度のきっかけになるようです。挨拶もできな
いと、すぐ近くにいる人が実際に何をやっているか、どのような援助がで
きるかは全くわかりません。だから、少しは会って話しかけて、どのような
人か大体わかったら、喜んで助ける人がたくさんいます。 

 例えば、子どもの面倒を見るとか、駐車場を借りるとか、アドバイスとか、
手続きの方法とか、ルールの説明とか、いろいろな情報交換の機会で、
知り合いになれるところです。 

 悩みもあります。隣の人がうるさくて文句を言いたいが、少し距離が
あって怒る可能性があり、違和感を持つ人が多くいます。実際に会って
どういう人かを知り、「夜中にうるさいから静かにしてくれ」と言えば、喜ん
で音量を下げるケースがかなり多いと思います。そうすると、関係がリカ
バーすることもあります。この気持ちがあれば、やはり気持ちがいいです。
みんな楽しんでいるからこそ成功したと思っています。 

２００８年に、私は日本の第１回隣人祭りに参加しました。そのときから、
隣人祭り日本支部が始まり、どんどん広がっています。日本では、支部
で登録した公式な隣人祭りのケースが１００例以上あります。隣人祭りで
はなく住民の力でやっているケースも、この何倍もあると思います。 

 雑誌ソトコトに掲載した第１回は、近所に人が集まって話しました。中央
にいる人は、福岡伸一さんです。その後ビルの中や職場など、いろいろ
なところで隣人祭りが行われています。同じビルで働いていても挨拶しに
くい状態があって、隣人祭りをしてその壁を越えるなど、成功しています。 

 最近建てられた住宅街でも、最初の出会いとして非常に役に立ちまし
た。シブヤ大学というキャンパスのない社会人向けの大学で、昔の小学
校で授業を開いています。近所の人が、いきなり外から入ってきた人の
顔を知らないので、どのような人かいるかという違和感を減らすために
隣人祭りを開催し、成功しました。 

 公式の隣人祭りは、隣人祭り支部に登録します。いろいろな支援グッ
ズがあります。やり方は、まず近所の共通の考えや興味のある人が集ま
り、その中でコンシェルジュをつくります。運営の中心は１人でもいいし、
数人でもいいですが、仕事を分担できれば、仕事を減らして運営や参加
がかなりできると思います。 
 詳しい情報は、「隣人祭り」 
とネットで検索すればすぐ出 
てきますが、質問とか何かあ 
れば、支部に直接電話でも 
ファクスでもかまいません。 
 
 
 
 
 
 



 
 
◆実践報告： 

    隣人祭り日本支部    
           相模原のコンシェルジュ 池田力さん 

   
   私自身は、なんでコンシェルジュというハイカラな名前で呼ばれるのか
と思いますが、言い出しっぺだからだと思います。 

 スティーブさんが、コンシェルジュ登録と日本支部の手続きについて話
しましたが、私の場合は、それらにあまりとらわれず、自己流でやってし
まいました。かえって、それでうまくいったのかもしれません。 

 私たちの町内でやっていますが、合言葉は、「無理しない、無理強いし
ない、無視しない」です。無理強いも嫌だし、誰かをしかとする関係にも
なりたくない、ということで無理をしないでやっています。 

 私たちの町内は、相模原市南区大野台のふだん回覧板が廻っている、
１５世帯からなるひと区画です。戦後、この地域は、森や畑、相模原とい
う一面の原っぱでしたが、高度経済成長とその後の動きで住宅地化し
ました。今は森が多少残っています。まんなか辺りの台形部分が、私の
住んでいる自治会の回覧板を回す区画で、全部で１４所帯あります。こ
れが地理的な背景です。 

 やった結果スティーブさんが、「面白そうだから取材させてください」と
来て、雑誌ソトコト載りました。スティーブさんとは、これ以後知り合いに
なりました。私が新聞で隣人祭りのことを初めて知ったのは、２年前の２
００９年です。私は、「これはいい！」とぴんと来ました。みなさんがここ
へ集まっている動機も、世の中に何か問題を感じているからだと思いま 



 
 
 
 

すが、私も何かもやもやしたものが心の中にあって、その新聞記事に関心をもちました。 そのまま１年がたち、隣人祭り
日本支部に連絡すると、キットが送られてきました。どう使おうかと迷っていたある日、わが家の前を、時々挨拶する高野
さんという７０歳前のおじさんが通りかかりました。ちょうど秋だったので、東北で芋煮会が始まっているというニュースが
ありました。それで、「ちょっと何か面白いものをやりませんか。芋煮会なんかもいいですね。たまには集まって飲みませ
んか」という話をしたのが始まりです。 

「実は俺も何かやりたいと思っていたんだ。俺は焼きそばが得意だから、焼きそばでもやりたいな。みんなを集めたいと
思っていたんだ」「じゃあ、みんなでチラシをまこう」ということで、この回覧板区画の１４軒にチラシを作って回りました。回
覧板だと自治会行事とまちがえられるといけないので、回覧板は使いませんでした。 

 １回目のチラシは文章を工夫しました。いきなり隣人祭りと言っても、みなさんは知らないので、「最近、隣人祭りというも
のが行われているらしいが、この辺でも何か一緒に飲み食いしませんか」と呼びかけました。その結果、結構集まってい
い会になりました。 

 ２回目は、年末に餅つき会をやろうということで、このときは隣人祭りという名称を使いました。これがざっとした経過で
す。 

 私たちの回覧板区画の地域は、徐々に住み始めた人たちの集まりなので、各家同士のつながりは、恐らく淡白かつ必
要最小限のまま推移してきていたのではないでしょうか。顔を合わせても、 
挨拶したものかどうか、はたと迷っているうちに、お互い通り過ぎてしまうこ 

ともあったようです。隣人祭りをやった結果、みんなが顔見知りになり、言葉も交わしたということで、今まで以上に気楽に
言葉を交わせるような雰囲気ができました。 

 資料に「やる前にこんな面白いことがありました」と出ています。私の職場で、隣人祭りをやると言ったら、「うちは無理よ。
隣の人はすごくうるさい人だし、すごく険悪だから、うちなんか、とてもそんな 
のできないよ」と言う人がいました。それに同調して、もうひとりが、「うちのほ 
うでは、隣の家の庭木が飛び出ていて、落ち葉が落ちるのが気に入らなくて、 
落ち葉をかき集めて、ばっと、これ見よがしに元へ戻してやった家があるんだ 
よ。うちじゃあ、とても無理だわ」という反応でした。 
 初めはこのままやって大丈夫か、という心配がありましたが、やった結果、 
それでこそやったほうが面白いという感じになっています。 
 隣人祭りは、みなさん１品持ち寄りという形が普通のようですが、私たちの場 
合は、まだそこまでは行っていません。いずれはそういう形でやりたいですが、 
最初は芋煮会、２回目は餅つき、３回目は流しそうめんで、食で釣ることで集ま 
っている面もあります。 
 それは、私の３人の仲間が、みんなで何かをやりたい人がたまたま多く、流し 
そうめんも、餅つきも、私たちが材料を買って会費制でやっています。ひとつの 
工夫として、コンシェルジュの方で食事を作るというやり方もあります。思い切っ 
て、みなさん集まりませんか？というのも、それはそれでいいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 



 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 千代田区社会福祉協議会（以下、社協）は、地域のみなさんとたすけ
合いの活動を進めていこうということで、住民のみなさんと困っている人
たちをつなげていくコーディネート機関の役割を担っています。 

 困っている人と地域の人たちをつなげる中で、エリアも広いので、私た
ちは、「ご近所」というキーワードにこだわって取り組みを進めています。
発行しているかわらばん特別号の中で、ご近所さんについてアンケート
をとっています。地域のみなさんに、「みなさん、困ったときに助けてもら
えますか」とか、「地震が発生したら、助けを求められる人がいますか」と
いうメッセージを発信しながら、取り組んでいます。 

 取り組みの大きな柱として、千代田区にある１１０町会に福祉部を作っ
てもらい、ご近所さん同士でたすけ合える仕組みを町会単位で作ってい
こうとしています。 

 １１０町会のうち、福祉部ができているのは現在５３町会です。町会もさ
まざまで、人数の多いところと少ないところもあり、各町会の事情に合わ
せてということで提案しています。 

 最近、町会のみなさんと話している中で、「『役所や社協だけでは困っ
ている人をたすけられないから、地域のみなさんの手助けが必要だ』と
言うけれども、誰がどこに住んでいるか町会も知らないよ」という話がよく
出ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆実践報告： 

    千代田区内の西神田町会   角田光正さん 

 

 町会のみなさんは、「昔から住んでいる人たちはよく知っているけれど、千代田区も再開発などで高層マンションが
建ってきた。マンションや賃貸アパートなどに住んでいる人は、町会に入っていないので、わからない」と言います。個人
情報の問題で、誰がどこに住んでいるかという名簿もないし、作れないのです。 

 どうしたらいいか、と考えていた時、２００８年３月号の雑誌ソトコトに、「お隣さん祭りが大ブレイク」という記事がありま
した。私は、これを見て非常にいいと思いました。地域のみなさんは、町のためにいろいろな取り組みを一所懸命してい
て、お祭りもたくさんあります。ですが、誰が住んでいるかわからないのは、多分仲よくなる機会が多くないからです。隣
人祭りをきっかけに、地域のみなさんが仲よくなって、困ったときにたすけ合える仲間作りができたらいいーという思いで
町会の皆さんに、「隣人祭りをやりませんか」という提案を始めました。 

 たまたま区内の企業から大口の寄付をもらったので、発起人のペリファンさんにフランスのパリから日本に来て講演を
してもらいました。２００９年２月号の雑誌ソトコトに、千代田区で講演をしたという記録も入っています。 

 角田さんは、当時都合が悪く参加できませんでしたが、講演録を渡して、「角田さん、やりませんか。今角田さんがやれ
ば、千代田区で最初になりますよ」と言って実現させました。私ども社協は、直接何かをやるのではなく、地域のみなさ
んと一緒にやる、あるいはサポートするという取り組みをしています。 

 
 
◆実践報告： 

    千代田区社会福祉協議会   梅澤稔さん 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  

 神田生まれの角田です。西神田町会は、水道橋と神保町の中間ぐらいで、周りには日本大学法学部/経済学部、大原
学園など学校の多いところです。 

 ２００９年５月に開催した最初の隣人祭りのチラシには、「おフランス生まれの『隣人祭り』を千代田区で初めて開催しま
す。祭りは神田が本場じゃい」と意気込みを載せています。町会員のお茶やさんに講師になってもらい、「新茶を楽しみま
しょう」というテーマで、コスモス館１階の小ホールで行いました。学校の教室と同じぐらいのところに３０名弱の人が集ま
り、机を４つに分けてお茶を飲みました。後半は、春・夏・秋・冬生まれごとに席替えをして、またひとしきり話して２時間弱
でした。お酒なしで、お茶を飲むだけでした。 

 子ども連れの若いお母さんは、このときが初めて町会行事の参加で、それ以後コンスタントに、町会に顔を出してくれる
ようになりました。最初のきっかけがよかったと思います。 



 次は、西神田ファミリー夏祭りという、夏に町会事業でやったお祭りの一環
で２回目の隣人祭りを行いました。コスモス館前の屋外に長机を並べて、白
いテーブルクロスを掛け、花も置いて、それらしくなりましたが、あまり来た人
はいませんでした。無料のお茶飲み場のようになってしまいました。 

 ファミリー夏祭り自体は、打ち水パレードをやったり、音楽会をやったり、ご
縁会をやりました。「千円出すと５円玉のおつり」で、５円玉にひもを付けたも
のが参加証明でしたが、こちらのほうが盛り上がりました。 

 隣人祭りを２回やってみて、私としては、祭りという感じがあまり持てなかっ
たのが少し残念でした。祭りと、ズボンやスカートのすそを縫うまつり縫いは、
語源が同じだそうで、周辺部が立ち上がる様が、まつりです。私が頑張って企
画してしまって、盛り上がっている様がありませんでした。 

 先日、コスモス館でひとり暮らしの方が亡くなりました。前の前の自治会長
で、孤独死といっても、郵便受けから察して金曜日に亡くなり月曜日にヘル
パーさんが来てわかりました。足が悪いけれども自治会長まで務めて、町会
でも有名人でした。  

その方が亡くなって、地方から親族がみえて、密葬して帰られました。住宅の
人からお別れをしたかったという声があったので、自治会主催で急遽お別れ
の会を開催することになりました。 

 隣人祭りを行った同じ小ホールを使って、祭壇にはそこのピアノを使いました。ホテルに勤めている自治会の人が、ホ
テルで使わなくなった厚手の布を持ってきてかぶせてくれました。故人の写真は、私が持っていた写真をプリンターで出
しました。同じ階の小学生の女の子が書いてくれたお別れの手紙も飾りました。田舎から送ってきたリンゴがあるからと
持ってきてくれた人もいました。指示も命令も仕事の割り当ても何にもしないうちに準備は整いました。 

 お別れ会には千代田区の区長さんも来てくれました。町会長が連絡してくださったのだと思います。童謡をお経がわり
にかけ、参列者には献花をしていただきました。終わってから５００円会費で、「お浄め」もおこないました。これもみなさん
がよく協力してくださいました。 

 先ほどの２つの隣人祭りより、むしろこちらのほうが「祭り」でした。本家の隣人祭りもキッカケは同じですね。隣人祭り
のカタチだけを追い掛けていてはダメですね。 

 また別の取り組みもあります。私が自治会長もしているコスモス館の１階玄関ロビーに長机を１つ置いて、使わないけ
ど、捨てられないものをお持ちくださいという、「ご自由にお持ちくださいテーブル」を置きました。無人です。年末に１週間
ほどやりました。私は自治会長としていろいろな行事をやりましたが、一番手間を掛けないこの取組みが、みなさんには
一番反響がよかったです。「私が置いた 

ものは、近所のスーパーに行って帰ってくると、もうなくなっ
ているのよ」とにこやかに言われました。提供して、それを
誰かが持っていってくれたことを非常に喜んでいました。こ
のとき、もらうことよりも、してあげられることのほうが楽し
いのだ、ということに気づきました。 

 私が町会で隣人祭りの名をた行事は２回だけで、それ以
降やっていませんが、こういうことも、ひとつの隣人祭りに
なると思います。 

 今年の８月１５日に４０年ぶりに公園で盆踊りをやります。
このキモは、主催が「西神田町会と地域のみなさん」とした
とこです。隣人祭りのノリのように、みなさんに参加してほ
しいです。浴衣の着付けは、町会婦人部が手伝います。去
年もおととしも、打ち水をやった時、若いお母さんで浴衣を
着られない人に、婦人部のおばさんたちが着付けをしてく
れて、そこで交流がありました。地域に住んでいる高齢の
人たちは、若い地域住民に何かしてあげることを結構喜ん
でいます。 





 
 
◆実践報告： 

    ＮＰＯ法人フローレンス   今給黎辰郎さん 

 
 ＮＰＯ法人フローレンスは、中央区の勝どきで子育て支援施設をやってい
ます。この中で隣人祭りを行ったので説明します。 

 最初に、ＮＰＯ法人フローレンスについてです。２００４年に始まったＮＰＯ
法人で、まだ若い組織で主な事業は３つあります。 

 病児保育事業は、非施設型で、病気の子どものいるところにベビーシッ
ターを派遣して１日看護します。その間に、親は仕事に行きます。子どもを
持つ親の一番の悩みは、子どもが熱を出したときに、どう働き続けるのかと
いう問題です。その支援をしていこうと２００５年から始めました。 

 ２０１０年から、おうち保育園事業を行っています。新聞に出ている待機児
童問題ですが、横浜市や江東区は本当に預けられない状況です。それを
少しでも解決できるよう、マンションの１室を借り１０人ぐらいの定員で子ど
もを預かります。預かることによって、来年から働けると思った親が今から
働ける状況になるサポートをしています。今年２０１１年４月から、コミュニ
ティ創出事業として子育て支援マンションが始まりました。大江戸線勝どき
駅から徒歩２分のところに、アパートメンツタワー勝どきというマンションが
あります。ここは、もともと東京都の土地でした。東京都から子育て支援が
できる新しいマンションを造ってほしいということで、大成建設とディベロッ
パーの東京建物、ＮＰＯ法人フローレンスが協力して造りました。 
  

 アパートメンツタワー勝どきは、４５階建ての賃貸マンションで、４階から１１階までが子育て世帯に、一般的な価格よりも
少し安く貸し出されています。子どもが大きくなったら契約更新できない条件なので、常に子育て世帯が居続けるマンショ
ンです。共用施設として、１階から３階に認定こども園や小児科があり、子育てに必要なものがそろっています。 
 ＮＰＯ法人フローレンスは、みなさんが自由に利用できる、グロースリンクかちどきを運営しています。 

 孤独な子育てをしている親が多いという、孤育て問題についてよく言われます。これが、実際に子どもの虐待やいろいろ
な問題につながることがあります。私たちは、コミュニティを作ることで孤育て問題を解決しようと、この事業を行っています。
私たちが考えているコミュニティは、大したことではありません。例えば、ヨガが好きなお母さんたちが集まれば、それはた
だのヨガ好きのコミュニティで、フラダンスが好きなお母さんが集まれば、フラダンスが好きなコミュニティです。小さな集まり
やすいコミュニティをたくさん呼ぶことで、家の中に閉じこもるのではなく、外に出て何かしようという意図を持ってもらうとこ
ろから始めています。 

 いろいろなスペースがあって、コミュニティを作るいろいろな工夫をしています。ラーニングスペースは、ヨガなどを行える
スタジオスペースです。これは、企業のような講師を呼ぶのではなく、勝どきや中央区内に住む人の中から先生をしたいと
思う人を探しています。けっこうやりたい方はいます。今一番人気があるのは、バレエレッスンのコースです。たまたま隣の
マンションに住んでいたドイツのバレエ団で活躍していた人が、帰国して子どもを出産し、少し時間ができたのでバレエの
先生を始めました。このように地元のスキルのある人を集めて講座をする工夫をしています。 
 
 



 マンションの多目的室は、マンション住民のため
だけに用意されたものがほとんどですが、地域の
方に公開して使ってもらいます。子育て支援マン
ションの多目的室なので、子どもが使いやすい高さ
の椅子や机があったり、プロジェクターなどの備品
もそろえているので、保育園の懇親会や幼稚園の
お別れ会など、いろいろなケースで利用してもらっ
ています。 

 プレイホールは、世界にひとつしかないプレイ
ホールです。３階建ての高さがあり、らせん状のス
ロープのまん中に、網で編まれた大きなジャングル
ジムがあります。結構大規模で、小学校６年生まで
使える本格的なものです。５００円の登録さえすれ
ば、更新料や年会費用なしで提供しています。幼
稚園が終わったら、とりあえずそこへ行くという感じ
で、地域のお母さんとか子どもたちが集まる場に
なっています。土曜日や日曜日になると、イクメン
たちが子どもを連れてきます。その間お母さんたち
は買い物に行ったりするので、平日と土・日では、
がらっと客層が変わります。 

 コミュニティガーデンはただの畑ですが、マンショ
ンの一角にあります。ここで特筆すべきは、おやこ
ガーデナーを募って、その人たちに全部任せてい
ることです。「何を植えるんですか」「何を買いに行
きますか」「じゃあ、ハーブを植えましょうか」「じゃあ、
それを買ってきてくださいね。領収書が来たら、こっ
ちで精算します」という感じで、振り込みだけして、
水やりもすべてをお願いしています。今は、５組ぐら
しか参加していませんが、徐々に住民の方たちに
任せて育てています。 
  

 イベントとして工夫しているのは、マンションが４月から始まったばかりなので、誰と誰をつなげるかを明確にした上でし
ていこうということです。そこで、４月２日に隣人祭りを開催しました。 

 これは、いろいろな位置付けがあります。マンションの住民は１００世帯で、今年の２月から入居しましたが、３月に地震
がありました。初めて引っ越してきたのに、地震があって怖い、隣の人をあまり知らないという状況で、隣人祭りを行った
ので、本当に多くの方が来てくれました。 

 １品持ち寄りをお願いして、とりあえず「マンションの住民、同じ子育て世帯で集まって話をしましょう、私たちも、４月２２
日から新施設をオープンするので、何とぞよろしくお願いします」といういろいろな意味を込めて、はじめましての会という
感じで行いました。 

 それほど広くないステーションに大人４１名子ども２８名、２３家族という、とても多くの人が集まりました。アンケートをと
りましたが、ほとんどの人が満足したと答えてくれました。 

 何よりもうれしかったのは、この隣人祭りの開催のあとに５家族ぐらいが、多目的室を使って家族会のようなことを独自
に開き始めたことです。月に１回ぐらいですが、ＣＤラジカセを持ち込んで一緒に歌ったり、ひたすらご飯を食べたりとか、
いろいろなことをしているのをはたから見ていて、最初の何も知らない状況から、顔見知りになるという壁をきちんと越え
させれば、あとは自発的に広がっていくのだと思いました。 

 私たちは、このあと５月６月と隣人祭りを開催しましたが、実はあまり集まりませんでした。あるお母さんになぜかと聞
いたら、「いや、だって、プレイホールで毎日会っているもん」と言われました。これはもう壁を越えたので、隣人祭りという
かたちでやるよりも、もっと違うかたちで祭りやイベントを開催していけば、私たちのコンセプトは受け継がれていくのだと
思います。 

 グロースリンクかちどきでは、子どもと子育てを支える最高のコミュニティ作りをめざしています。会場の皆さんは、コ
ミュニティ作りに関心を持つ人だと思うので、関心がある、施設を視察したいという方は、気軽に声をかけてください。ウェ
ブページも用意しているので見てください。 
 





 
 

＜参加者からの質問＞ 
コーディネーター坂口：  

全体的に隣人祭りの仕組み、運営の仕方に関する
質問が多いです。同時に、発表されたそれぞれの
ケースでどんな工夫をしているか、という質問です。 
  

 

 
◎Ｑ１： 
 隣人祭り日本支部のスティーブさんに、隣人祭りキットって何ですか？ 

隣人祭りを地域化する理由、何で日本支部があるのですか？ほかの国の事情などもおしえてくだ
さい。 
  
ジャービス 隣人祭りはいろいろなかたちがありますが、公式バージョンがあります。初めに登録してもらう方法
です。いちばん低コストで楽なのは、このコンセプトを使って自分でする方法です。 

 公式バージョンは、キットにいろいろなものが入っています。例えば、ポスター・１００枚ぐらいの名刺などの支
援グッズです。チラシや契約・説明など、いろいろなものが入っているのでわかりやすいです。ウェブサイトに登
録すると郵便でキットを送ります。 

 なぜ日本支部か？２００８年に、雑誌ソトコトの小黒編集長が、コンセプトとしてとても気に入り、日本でぜひ紹
介したい発想ということで、ペリファンさんに直接連絡を取りました。支部は、各国でこのかたちになっているから
と思います。 

 例えば、オーストラリア、ニュージーランド、カナダ、海外でもいくつかの支部があり、「ウイ・オール・ニード・
ツー・セイ」という大きな概念があるので、そのひとつの部分として日本も入っています。情報交流などしないと動
きにくいという基本の考え方があって、支部にしました。 
  

 
◎Ｑ２： 

池田さんに、隣人祭りの告知、ＰＲについて、回覧板のほかに何がよかったですか？誘い方につ
いて教えてください。一本釣りをして参加者を誘いますか？どのような経緯で仲間を増やしていっ
たかを教えてください。 
  
池田 ふだん回覧板がまわっている15世帯に主に呼びかけましたが、回覧板は使いませんでした。回覧板は

自治会で回している情報のツールです。自治会の行事も、例えば運動会、バレーボール大会、盆踊りなどとき
まっています。年度初めに自治会の係や担当を決めますが、決め方を巡って、やらされた感や不公平感が大き
いです。 

 私たちが行った隣人祭りは、自治会とは別です。一緒に集まって食べたり飲んだりしたい人たちが、自治会行
事とは別箇に勝手にやろう、というかたちなので、回覧板には載せませんでした。 

 １回目の芋煮会は、ある程度量がはっきりしないといけないから、参加の確認はしようと、高野さんと２人でチ
ラシを持って１軒１軒回りました。 

 一本釣りというか、公平に回覧板の町内だけに限らず、誰でもいいから声をかけました。当日はほかの区域
からも来たし、自然にうわさが広がりました。 

チラシの配布は面倒でしたが、今まではやっています。そのうち隣人祭りそのものが、みんなの中にある程度
定着すれば、ポスティングにしようと思います。 

  



 
◎Ｑ３： 

梅澤さんと角田さんに、企画する中に女性がどれくらいいますか。料理を作るのは女性たち、準
備をするのは女性たちということになりませんか？お別れ会や隣人祭りの写真に、女性がいない
と思う人がいたようです。ほかの地区についてでも構いませんが、女性たちのかかわりについて
お答えください。 
  

角田 女性たちはほとんど何もしません。私どもの女性たちは、みんな私よりも年配の人ばかりで、私は若造の
ほうです。でも、婦人部は見るに見かねて手を出してくれるという状況で、家庭との関係と同じように、町会では
婦人部が強いです。 

 ただ、町会によっていろいろカラーがあって、婦人部が下働きで全部やって、男は踏ん反り返ってお酒を飲ん
でいる町会もあります。私どもの町会に関しては、伝統的に割と公平です。例えば、お別れ会のときは、コンビ
ニで乾き物を集めただけです。 
  

梅澤 千代田区全体で言うと、やはり女性が主役と感じます。西神田町会の角田さんたちは、同じぐらいの年代
の男性が飲み仲間で、仲がいいと思います。ただ、婦人部と言われる女性たちが主役でやっているところが多
いと思います。 

 
◎Ｑ４： 

 今給黎さんに、地域とのかかわりという点で質問がで、地域のシャキョウとのかかわりはどのよ
うな点にありますか？ 
  

今給黎 このマンション自体、地元の自治会に入っていなくて、これから地域のつながりを作っていく状況です。
隣に月島という町があります。先日月島社会教育会館に行って、「何かできないですか」という話をしました。月
島は、昔から栄えていた町なので、年齢層が比較的高いです。私たちの勝どきのマンションは若い人たちばか
りで、年齢層が違います。そこで、その世代をうまく結び付ける取り組みができないかという話をしました。 

 その中で、「餅つきをしましょうか」という話が出ました。最近の子どもたちは、餅つきの経験がなかなかありま
せんし、月島でも大規模な餅つき大会はないという話なので、餅つき大会をやれば、多くの子どもたちといろい
ろな地域の人たちが集まれます。今１２月末の開催に向けて進めています。 

  

 
◎Ｑ５： 

特定の方への質問ではありませんが、特に、場所に関する質問が集中しています。空き地や道
路は勝手に使用することはできません。どのように使用したのでしょうか？今住んでいるマンショ
ンで隣人祭りをやりたいが、マンション内にスペースがない。アドバイスをお願いいたします。開
催するにあたり、場所の確保はどうしたらいいのでしょうか？ 
  
池田 １回目の芋煮会のときは、わが家の前の２台ぐらい置ける駐車場に釜を据えてやるつもりでした。また隣
にも、私の家の駐車場に接して駐車場が１台分あります。向かいにも、道路に面して駐車場が１台分あります。
この辺を使いながらビニールシートを敷き、車座のつもりで始めました。 

 ところが、当日雤になってしまいました。近くの敷地の大きい家に障子を引き払えば２０～３０人入れる部屋が
あって、「雤が降ったらうちを使っていいよ」という話が事前にあったので、そこでやりました。その庭にビニール
シートの屋根を作って、その下で釜をたきました。２回目は、その方が臼やきねを持っていたので、広い庭先を
使わせてもらいました。 

 ３回目は、他の方の駐車場を利用し、一般の車はあまり使わない道路なので、道路も使おうと思います。事前
に警察に許可をもらおうと思っています。 
  
  



（◎Ｑ５：つづき） 

特定の方への質問ではありませんが、特に、場所に関する質問が集中しています。空き地や道
路は勝手に使用することはできません。どのように使用したのでしょうか？今住んでいるマンショ
ンで隣人祭りをやりたいが、マンション内にスペースがない。アドバイスをお願いいたします。開
催するにあたり、場所の確保はどうしたらいいのでしょうか？ 
 
 梅澤 隣人祭りをやる場所にいいかどうかわかりませんが、千代田区社会福祉協議会では、子育てサロンや

高齢者が集うふれあいサロンという取り組みを進めています。要は、人々が住んでいる場所の近くに居場所を
作っていく取り組みです。 

 千代田区は集合住宅や商業地域が多いので、民家でやるのはなかなか難しいです。私たちが取り組んでい
るのは、喫茶店やレストランを借りることです。特にレストランなどの飲食店は、昼の時間はとても忙しいですが、
夕方は比較的すいています。その時間帯に場所を貸し切りで使わせてもらっています。 

 参加する人には、例えば喫茶店では、必ずお茶を１杯注文してもらうことを参加費にすると、暇な時間帯にお
客さんが来て店にもメリットがあります。参加する人たちも、例えば子育て中の人たちは、ゆっくりお茶を飲みに
くいと思いますが、そこでゆっくりお茶を飲むことができます。 

 

 
◎Ｑ６： 

 自治会に、千代田区が考えた福祉部という名称の組織があると聞いて、いかにも役所臭くてや
ぼったい感じがします。実際に神田のグループから見てどうですか。隣組とか、もう少しふさわし
い名前があってもいいような気がします。 
  

梅澤 名称は特に決まっていないので、各町会に任せています。千代田区は、町会の取り組みが非常に活発
で、地域の皆さんが助け合いの活動をするときに、新たな組織に移るよりも、既存の組織で近所同士の助け合
いをしていくのがいいと思ったので、町会の皆さんに提案をしました。ただ、名称については、もう少しいい名称
があるといいと思っています。 
  

角田 町会は、入っていない人には、飲んで食って遊んでばかりいる集まりだと思われがちなので、まじめな名
前の部がひとつぐらいあったほうがいいと思います。 
  

 
◎Ｑ７： 

事故や子どものけが、何かが壊れた場合等のために保険に入っているか、またはどう対処する
のかが気になりました。 
  
梅澤 社会福祉協議会で扱っている行事保険があります。一番安い保険は１人３０円で、１０人集まったら３００
円で加入できます。港区なら港区の社会福祉協議会で手続きができます。こうした保険に入るのもひとつの手
です。 

 また、主催者側も、ボランティアの責任で事故が起きた場合賠償責任などを求められる場合もあります。ボラ
ンティア個人が入れる保険にも入ったほうが、より安全と思います。私たちも、行事時に借りていた三味線を壊
してしまい、行事保険で保険会社に請求して全額出してもらったこともあります。 
  

池田 私たちは、本当に地域の隣人祭りなので、近所で集まってやるたびに保険を掛けることはありません。１
４世帯プラス・アルファでやっているので、保険のことまで考えたことはありませんでした。 
  

今給黎 グロースリンク勝どきの場合は、施設賠償責任保険に施設として入り、この保険でカバーされている
ので、そんなに心配していません。 

  



 
◎Ｑ８： 

やはり場所が問題だと考えています。例えば、公園などでやる場合は、どこかに申請しなければい
けませんか。それとも、そのままやってもいいのですか。 
  
角田 行政とのかかわりが出てくると思います。私たちも、公園でイベントをやることがあります。コスモス館の前
は公園ですが、私たちがやる場合は、区役所に行って、公園使用の申請をします。ただ、その地域の行政の考え
方もあると思うので、個々の活動に貸し出しをするのか、あるいは、地元町会の後援なら、つまり町会長が「いい
よ」と言ったらいいとか、そういう言い方をされるかもしれません。 

私は、町会行事とか自治会行事なので、場所の借り出しは割とスムーズに簡単にできます。個人が有志で何か
やるときは、取りにくいと思います。 
  

ジャービス パリ、あるいはほかの国では、東京に比べ、もう少しスペースがあるところが多いです。が、アパート
や住宅街の近くの公園でもいいです。天気予報次第で、多目的ホールのようなところもよく使われます。季節的に
考えるとヨーロッパでは、５月なら、外か公園でもいいと基本的に考えています。 
  

坂口 隣人祭りのために公園をどれだけ開いてもらえるかということも、隣人祭りの盛り上げ方次第かもしれませ
ん。 
  

 
◎Ｑ９： 
 一番気を付けなければいけないことは何ですか？ 

ご近所の方とつながるために、隣人祭りのようなものを開いてみる、そのときに積極的なことはい
ろいろあるけれども、気を付けるとしたら、どんな点でしょうか？ 
  

ジャービス 気を付けることは、そんなにたくさんはありませんが、原則として、宗教、あるいは選挙のような話や
活動は、基本的に遠慮したほうがいいと思います。 

 もめ事とは全く違いますが、やり過ぎは面倒になる可能性もあるので、短期的で非定期的にしたほうがいいと
思います。年に２回か３回なら、その新鮮さが残ります。もし、隣人祭りで仲よくなった人が見つかれば、自由に会
える方法がありますが、負担がかからないかたちにしたほうがいいと思います。 

 もうひとつ課題としては、隣人祭りに興味がある人は、結構年配の人です。３０代や少し下の人もいますが、４０
代/５０代以降の方の方が多いです。東京のような大都市では、ひとり暮らしをしている２０代/３０代の若者は、隣

人との距離が本当に遠いので、積極的に参加してほしいです。でも、そんなに進んでいません。これから活性化
するよう、してみんなで一緒に考えてほしいです。 
  

池田 合言葉は、「無理しない、無理強いしない、無視しない」で、今仲間は私を入れて４人ですが、ぼちぼちやろ
うか～ということにしています。 

 今のところ食事をしていますが、それには準備があります。芋煮会をやるにしても、２０人分の準備をすると里
芋の皮むきも大変です。近所の参加する長の人が、前の日に、「何かやることないの？」と言ってくれて、何とか
しのげています。そういう大変さも多少はあるので、無理しない、ということでやっています。 

 もうひとつは、１４世帯中で、まだ参加していない世帯が２世帯ぐらいあります。参加・不参加のアンケートによる
と、「またの機会があったら、ぜひ参加したい」に○をもらっているので、拒否感はないと思います。 

 しかし、仲間と考えましたが、集団が苦手な人もいます。そういう人の負担にならないようにしています。こちら
でにぎやかにやっているけれど、その家庭は寂しいということがないように、とにかく、何かあったら声をかけるよ
うに気を付けています。 
  

梅澤 私たちは「やってください」と声をかけているほうです。その立場から伝えると、やる人たちは一生懸命成功
させようと思っているので、イベントをやることに集中し過ぎないで、参加した人たちと仲よくする役割を担ったほう
がいいと思います。 

 角田さんは、何回かやって今止まっています。例えば、人が来なかったことが結果ではなく、少しずつやっていく
中で知り合った人が増えたという成果を感じてもらえるように、私たちからも伝えていくことが必要だと思います。 
  



（◎Ｑ９：つづき） 
 一番気を付けなければいけないことは何ですか？ 

ご近所の方とつながるために、隣人祭りのようなものを開いてみる、そのときに積極的なことはい
ろいろあるけれども、気を付けるとしたら、どんな点でしょうか？ 
  

角田 それほどのことをやっていないので言えませんが、福祉部を作ると、社会福祉協議会から助成金が６万円
出ます。６万円出るから福祉部を作りましょう。本当は、みんな福祉部のようなものを作りたいのですが、それは
気恥ずかしいから、「お金をもらえるからやりましょう」というかたちで、町会の人も、「お金をもらえるから、やる
か」という感じです。先ほどの神田の人たちは、本当はそういうつながりを持つのが好きなので、社会福祉協議会
が少し押してくれるのは助かります。 
  
今給黎 私たちの場合は、マンションの運営者として隣人祭りを開くので、一住民としては参加できません。 

 例えば、参加している子どもがけがをしないようにするのは結構大変です。子育て支援マンションなので、隣人
祭り等々のイベントを開くと、どうしても子どもが来ます。そのマンションに暮らしている人の子どもの年齢構成が、
３歳以下の子どもが６０人以上いるので、よちよち歩きの子が多く、ちょっとした柱の角にぶつけてけがをすること
が結構あります。 

 特に、隣人祭りをすると、お母さん同士、お父さん同士が話していると、子どもがふらっと行ってぶつけることが
あります。私たちが気を付けていたのは、託児所が開いているので、それを生かしておもちゃスペースを設けて、
子どもを見る人を２、３人多めに入れて、危なそうな子がいたら、「こっちで遊ぼうよ」と声をかけて、できるだけ親
同士が話せるような環境作りに気を付けています。 

◆コーディネーターまとめ： 
 
 皆さん、隣人祭りを開いてみるという気に少しなってきましたか？ 

あるいは、やはりハードルが高い、やはり近所でつながっていくのは現
代の社会では難しいと考えましたか？ 
  

 おそらく、今、気を付けなければいけないこととして繰り返し出てきた
のが、「無理をしない」ということです。 

 １人の人が頑張り過ぎない、あるいは１年に何回もしないことがポイン
トです。嫌だと思ったらやらないほうがいいです。 

 主催する人たちがホストにならず、招かれた人も、お客様になっては
いけません。主催側が肩の力を抜くと、ほかの人たちが手伝ってくれて、
一番大変な里芋の皮をなぜかむいてくれて、芋煮会が何とか継続しま
す。恐らく、その力の抜き方がポイントだと思います。 
 

 市民活動のようなもので、これだけ「力を抜け、手を掛けるな、頑張る
な」というのは、かなり珍しいパターンです。それでも、隣の人と知り合っ
て、挨拶ができて、つながっていくという関係が都市で作られていくとし
たら、それは、いろいろな意味でコストのかからない方法だと思います。 
  

 まずは、近所に住む知り合いと少し集まってみる。公園の使い方を聞
いてみる。地元の社協に、「福祉部のようなものを作るから、６万円くだ
さい」と言ってみる。それを元手に何か始められると思います。 
  


